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山
地
災
害
は
あ
る
日
突
然
や
っ
て
き
ま
す

突
然
　

裏
山
が
崩
れ
る
！
●
山
地
災
害
の
起
こ
り
や
す
い
地
形

　

日
本
の
国
土
は
、
険
し
い
山
が
続
く
複

雑
な
地
形
を
し
て
お
り
、
川
の
幅
が
狭
く
、

急
流
が
多
い
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

大
陸
プ
レ
ー
ト
と
海
洋
プ
レ
ー
ト
の
境
界

に
位
置
す
る
た
め
、
地
震
や
火
山
活
動
も

活
発
で
あ
り
、
山
崩
れ
や
土
石
流
、
地
す

べ
り
な
ど
の
山
地
災
害
の
危
険
を
常
に
抱

え
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

●
山
地
災
害
の
起
こ
り
や
す
い
気
象
条
件

　

日
本
の
年
間
降
水
量
は
約
１
，７
０
０

ミ
リ
で
、
こ
れ
は
世
界
平
均
の
約
２
倍
と

極
め
て
雨
の
多
い
国
で
す
。
特
に
梅
雨
や

台
風
の
時
な
ど
に
は
局
地
的
な
集
中
豪
雨

が
起
こ
り
、
各
地
に
大
き
な
災
害
を
も
た

ら
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
冬
に
は
大
量
の

雪
が
降
り
、
雪
解
け
時
期
に
は
河
川
の
増

水
や
雪
崩
の
危
険
も
高
く
な
り
ま
す
。

●
局
地
的
な
集
中
豪
雨
の
増
加

　

近
年
は
局
地
的
な
集
中
豪
雨
が
頻
発
す

る
傾
向
が
強
ま
っ
て
お
り
、
地
域
に
よ
っ

て
は
こ
れ
ま
で
に
な
い
激
し
い
災
害
が
発

生
し
や
す
い
状
況
に
な
り
つ
つ
あ
る
と
い

え
ま
す
。
政
府
は
、
今
後
極
端
な
降
水
が

よ
り
強
く
、
頻
繁
に
な
る
可
能
性
が
非
常

に
高
い
と
報
告
し
て
い
ま
す
。

　

山
地
災
害
が
一
番
多
い
の
は
梅
雨
の
季

節
で
す
。
こ
の
た
め
、
国
、
都
道
府
県
、

市
町
村
で
は
毎
年
５
月
20
日
か
ら
６
月
30

日
に
か
け
て
「
山
地
災
害
防
止
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」
を
全
国
的
に
展
開
し
、
住
民
の

皆
さ
ん
へ
の
山
地
災
害
危
険
地
区
の
周
知

や
パ
ト
ロ
ー
ル
、
山
地
災
害
に
備
え
る
広

報
活
動
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

山
地
災
害
か
ら
大
切
な
命
を
守
る
た
め

の
も
っ
と
も
効
果
的
な
方
法
は
、
危
険
を

感
じ
た
ら
す
ぐ
に
避
難
す
る
こ
と
で
す
。

　

大
雨
や
台
風
な
ど
の
際
に
は
、テ
レ
ビ
・

や
ま
び
こ
通
信
な
ど
で
、
最
新
の
気
象
情

報
や
役
場
等
か
ら
の
お
知
ら
せ
を
正
確
に

把
握
し
、
警
察
や
消
防
団
の
指
示
に
従
っ

て
、
早
め
の
避
難
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　

普
段
か
ら
家
族
や
ご
近
所
、
地
域
で
避

難
場
所
や
避
難
方
法
を
話
し
合
い
、
災
害

時
に
す
ぐ
に
行
動
で
き
る
よ
う
に
し
て
お

く
こ
と
も
大
切
で
す
。
ま
た
、
災
害
の
危

険
が
あ
る
場
所
に
は
近
づ
か
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

山
地
災
害
は
な
ぜ
多
い
？

山
地
災
害
防
止

　
　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

危
険
を
感
じ
た
ら

　
　
　
　

す
ぐ
避
難
！

▲大河内地区（本郷）の山崩れ
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村
内
の
山
地
災
害
の
お
そ
れ
の
あ
る
危

険
な
箇
所
が
ど
こ
に
あ
る
の
か
を
知
っ
て

お
く
こ
と
は
、
災
害
に
備
え
る
た
め
に
と

て
も
大
切
で
す
。

　

危
険
な
箇
所
が
身
近
に
な
い
か
、
日
頃

か
ら
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

山
地
災
害
が
起
こ
る
場
合
、
山
の
斜
面

や
川
の
流
れ
を
よ
く
観
察
し
て
み
る
と
、

事
前
に
危
険
信
号
と
思
わ
れ
る
変
化
を

キ
ャ
ッ
チ
で
き
ま
す
。
特
に
次
の
８
つ
の

危
険
信
号
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

観
察
す
る
際
は
、
川
や
崖
に
近
づ
き
す

ぎ
な
い
よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

５
月
23
日
に
消
防
団
や
警
察
、
村
・
県

の
関
係
機
関
が
一
同
に
各
地
区
か
ら
依
頼

の
あ
っ
た
危
険
箇
所
の
調
査
・
点
検
を
実

施
し
ま
し
た
。

　

住
宅
周
辺
の
危
険
箇
所
を
重
点
的
に
調

査
し
、
現
地
で
状
況
を
確
認
し
な
が
ら
効

率
的
な
対
策
を
検
討
し
ま
し
た
。

危
険
箇
所
を
知
ろ
う
！

危
険
箇
所
調
査
の
実
施

危
険
信
号
を
見
逃
す
な
！

川がにごり、木の枝などが混ざり
はじめた

①川がにごった

今までかれたことのないわき水が
止まった

⑤わき水が止まった

地鳴りの音が聞こえてきた

⑧地鳴りがする

雨が降り続けているのに川の水位
が下がった

②水位が下がった

山の木が傾いたり斜面に亀裂が
走った

③亀裂が走った

わき水の量が急に増えた

⑥わき水が増えた

山の斜面から石が転がり落ちて
きた

④石が落ちてきた

普段澄んでいる沢や井戸の水がに
ごってきた

⑦井戸水がにごった
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健
康
だ
よ
り
№200

　
夏
に
な
る
と
乳
幼
児
を
中
心
に
、
ヘ
ル
パ
ン
ギ
ー
ナ
、
プ
ー
ル
熱
、
手
足
口
病
、
お
た
ふ

く
か
ぜ
な
ど
の
感
染
症
が
流
行
し
ま
す
。

　
今
回
は
、
こ
れ
ら
の
感
染
症
の
症
状
と
予
防
方
法
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
似
た
よ
う
な
症
状

を
発
症
し
た
場
合
に
は
、
す
ぐ
に
病
院
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

夏
の
感
染
症
に
気
を
付
け
よ
う
！

■
潜
伏
期
間　

２
～
４
日

■
症
状

・
突
然
39
度
以
上
に
発
熱
し
、
口
の
中

を
痛
が
り
ま
す
。

・
の
ど
の
奥
に
水す

い

疱ほ
う

が
で
き
る
た
め
、

も
の
を
飲
み
込
む
の
を
痛
が
り
ま

す
。

・
２
～
４
日
ほ
ど
で
熱
は
下
が
り
、
そ

の
後
、
水
疱
も
治
っ
て
い
き
ま
す
。

・
の
ど
に
水
疱
が
で
き
て
い
る
時
は
、

薄
味
で
柔
ら
か
く
し
た
も
の
を
食
べ

さ
せ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
水
分
が
不
足
し
脱
水
症
に
な
ら

な
い
よ
う
に
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

■
潜
伏
期
間　

３
～
５
日

■
症
状

・
通
常
、
高
熱
が
続
く
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。

・
手
の
ひ
ら
や
足
の
裏
に
米
粒
ほ
ど
の

赤
い
発
疹
・
水
疱
が
で
き
、
口
の
中

に
も
赤
い
水
疱
が
出
始
め
ま
す
。

・
乳
児
の
場
合
は
、
お
し
り
や
膝
に
発

疹
や
水
疱
が
出
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

・
口
の
中
の
水
疱
は
破
れ
て
た
だ
れ
た

り
、
潰か

い

瘍よ
う

に
な
っ
た
り
す
る
こ
と
が

あ
り
痛
が
り
ま
す
。

・
ほ
と
ん
ど
の
場
合
は
３
～
７
日
ほ
ど

で
自
然
に
治
り
ま
す
。

・
ま
れ
に
髄ず

い

膜ま
く

炎え
ん

な
ど
を
起
こ
す
こ
と

も
あ
る
の
で
、
高
熱
や
頭
痛
、
嘔お

う

吐と

が
続
く
場
合
は
、
早
く
か
か
り
つ
け

の
医
師
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
感
染
者
と
の
接
触
を
避
け
、
石
け
ん
に
よ
る
手
洗
い
、
う
が
い
を
し
っ
か
り
と
行
う
こ
と

が
基
本
で
す
。

◦
プ
ー
ル
の
前
後
に
は
シ
ャ
ワ
ー
で
体
を
よ
く
洗
い
、
あ
が
っ
た
ら
し
っ
か
り
と
目
を
洗
い

ま
し
ょ
う
。

◦
ウ
イ
ル
ス
に
よ
っ
て
は
、
２
～
４
週
間
に
わ
た
っ
て
便
の
中
に
排
泄
さ
れ
る
も
の
も
あ
り

ま
す
。
病
気
が
回
復
し
て
か
ら
も
し
っ
か
り
と
手
洗
い
を
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◦
お
た
ふ
く
か
ぜ
は
、
予
防
接
種
が
有
効
で
す
。
任
意
接
種
に
な
り
ま
す
の
で
、
か
か
り
つ

け
の
医
師
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
潜
伏
期
間　

２
～
３
週
間

■
症
状

・
軽
い
熱
と
耳
の
痛
み
か
ら
始
ま
り
、

や
が
て
耳
の
下
の
頬
が
腫
れ
て
盛
り

上
が
っ
て
い
き
ま
す
。

・
腫
れ
は
２
～
３
日
間
は
か
な
り
の
痛

み
を
伴
い
ま
す
が
、
通
常
１
～
２
週

間
ほ
ど
で
回
復
に
向
か
い
ま
す
。

・
無
菌
性
髄
膜
炎（
頭
痛
、
嘔
吐
、
発
熱

を
お
こ
す
）や
脳
炎（
発
熱
、け
い
れ
ん
、

意
識
障
害
を
お
こ
す
）、
膵す
い

炎え
ん（

激
し
い

腹
痛
を
お
こ
す
）、
難
聴
、
睾
丸
炎
、

卵
巣
炎
な
ど
起
こ
す
こ
と
が
あ
る
の

で
、
高
熱
や
頭
痛
、
嘔
吐
の
よ
う
な
症

状
が
ひ
ど
い
場
合
は
、
早
く
か
か
り
つ

け
の
医
師
に
相
談
を
し
て
く
だ
さ
い
。

・
頬
が
腫
れ
て
い
る
時
は
、
薄
味
で
消

化
の
良
い
も
の
を
食
べ
さ
せ
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

■
潜
伏
期
間　

５
～
７
日

■
症
状

・
39
～
40
度
の
高
熱
で
始
ま
り
、
頭
痛

や
食
欲
不
振
、
の
ど
の
痛
み
、
首
の

リ
ン
パ
節
の
痛
み
と
腫
れ
が
目
立
ち

ま
す
。

・
眼
が
真
っ
赤
に
な
り
、
痛
み
や
ま
ぶ

し
さ
が
強
か
っ
た
り
、
目
ヤ
ニ
が
出

た
り
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の
症
状
は
３

～
５
日
ほ
ど
続
き
ま
す
。

・
プ
ー
ル
で
う
つ
る
こ
と
が
多
い
た

め
、
こ
の
よ
う
な
名
前
が
つ
い
て
い

ま
す
が
、
プ
ー
ル
に
入
ら
な
く
て
も

感
染
し
ま
す
。

ヘ
ル
パ
ン
ギ
ー
ナ

手
足
口
病

予
防
の
基
本
は
手
洗
い
・
う
が
い

お
た
ふ
く
か
ぜ

（
流り

ゅ
う

行こ
う

性せ
い

耳じ

下か

腺せ
ん

炎え
ん

）

プ
ー
ル
熱
（
咽い

ん

　と
う

　け
つ

　ま
く

　ね
つ

頭
結
膜
熱
）
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食中毒予防の三原則

健康だより〈No.200〉

　
こ
れ
か
ら
の
季
節
は
蒸
し
暑
か
っ
た
り
肌
寒
か
っ
た
り
と
体
調
を
崩
し
や
す
く
、
食
欲
も
落

ち
気
味
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
食
べ
物
も
傷
み
や
す
く
、
食
中
毒
が
多
く
発
生
す
る
時
期
で
す
。

　
今
回
は
、「
食
中
毒
予
防
の
三
原
則
」
と
「
梅
雨
を
乗
り
き
る
食
事
」
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

ご
家
庭
で
実
行
し
ま
し
ょ
う
。

●
梅
・
酢

　

お
浸
し
や
炒
め
物
に
梅
干
し
や
酢
を
少
し
加
え
る
と
、
さ
わ
や
か
な
酸
味
と
風
味
で

食
欲
を
ア
ッ
プ
さ
せ
、
酸
味
の
素
で
あ
る
ク
エ
ン
酸
は
疲
労
回
復
に
効
果
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
菌
が
増
え
る
の
を
抑
え
る
効
果
が
あ
り
、
食
中
毒
の
予
防
も
期
待
で
き
ま
す
。

●
わ
さ
び
・
生
姜
・
大
葉

　

昔
か
ら
薬
味
と
し
て
添
え
ら
れ
て
い
る
わ
さ
び
や
生
姜
・
大
葉
に
は
抗
菌
効
果
が
あ
り

ま
す
。
刻
ん
だ
り
、
す
り
お
ろ
し
た
り
し
て
料
理
に
加
え
れ
ば
味
に
ア
ク
セ
ン
ト
が
つ
い

て
食
欲
が
増
す
の
で
、
食
中
毒
を
予
防
し
な
が
ら
お
い
し
く
食
べ
る
事
が
出
来
ま
す
。

食
中
毒
を
防
ご
う
！

食
中
毒
予
防
と
梅
雨
を
乗
り
き
る
食
事

①菌をつけない！
◦食品を取り扱う前に、手を丁寧にしっかりと洗いましょう。
◦肉・魚は容器やラップ、ビニール袋などに入れ、他の食品と接触させない

ように保存しましょう。
◦肉・魚を取り扱ったまな板・包丁など調理器具はよく洗い、次に使用する

前に熱湯をかけて使用しましょう。できれば、「肉・魚用」と「野菜用」
に使い分けた方が安心です。

②菌を増やさない！
◦生ものは、食べる直前に冷蔵庫から出すようにしましょう。
◦生もの・調理した料理は早めに食べるようにし、保存する場合は冷蔵庫・

冷凍庫にすぐしまいましょう。
◦冷凍食品の常温での解凍は避け、冷蔵庫内で行うか電子レンジで解凍しま

しょう。
◦調理後、時間が経ってしまったものは、思い切って捨てましょう。（作り

過ぎない工夫が必要です。）

③菌をやっつける！
◦まな板・包丁などの調理器具は、漂白剤や熱湯で定期的に消毒しましょう。
◦料理するときは、中心まで十分加熱しましょう。（汁物は沸騰させましょう。）

大根と梅干しのさっぱりサラダ

★作り方

① 大根を千切りにして、軽く
両手で水気をしぼります。

② 梅干しの種は取り除き、み
じん切りし、すべての調味
料を①に混ぜたらできあが
り。食べる直前にタレを混
ぜ合わせた方が、シャキシャ
キ感がでます。

エネルギー：９０kcal
たんぱく質：０．９ｇ
塩　　　分：０．３ｇ

★材料（４人分）
大根・・・・・・・・・・・・３５０ｇ
梅干し・・・・・・・・・・大２個
酢（あれば梅酢）・・大さじ４
ごま油・・・・・・・・・・大さじ２
だしの素・・・・・・・・小さじ１
白ごま・・・・・・・・・・適量
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　日本の代表的民謡として古くから唄い継がれている
「ひえつき節」。今年も日本一を決める大会が開催されます。
■日時　予選：９月13日（土）　決勝：９月14日（日）
■参加資格　年齢・性別・会派は問いません。プロで

なく、かつレコード会社と契約をしていない人。
■部門
　⑴正調の部（高校生以上）
　⑵一般の部（高校生以上）

①青壮年の部（平成27年4月1日時点で69歳以下の方）
②高寿年の部（平成27年4月1日時点で70歳以上の方）

　⑶少年少女の部（中学生以下）
■申込料　１人2,000円（少年少女の部は1,000円）
■申込締切　８月６日（水）
■申込・問い合わせ

〒883-1601  椎葉村大字下福良1762番地1
ひえつき節日本一大会実行委員会事務局
☎0982-67-3203　無料☎767-0031 または0032
FAX0982-67-2825

■応募資格　満18歳以上40歳以下の女性（高校生は除
く）で、11月８日（土）に出演できる人（村内外問わず）

■募集定員　10人
■出演時間　11月８日（土）　午後１時～３時

※メイクや着付けのため、楽屋入りは午前９時30分
頃となります。

■応募締切　７月18日（金）必着
■応募方法　必要事項（氏名・年齢・住所・連絡先）を

明記の上、下記までご応募ください。
■申込・問い合わせ

〒883-1601  椎葉村大字下福良1762番地1
椎葉平家まつり実行委員会事務局
☎0982-67-3203　無料☎767-0031 または0032
FAX0982-67-2825

　70歳以上の人を対象に大相撲九州場所の観戦事業を
実施します。
■日程　第１回　11月11日（火）～12日（水）
　　　　第２回　11月19日（水）～20日（木）
■応募資格

①村内に在住し平成27年４月１日で70歳以上の人で、健
康管理が自分ででき、かつ上記の行程に参加可能な人

②椎葉村の定めた公的納付金の遅滞がない人
■募集定員　１回あたり25人（合計50人）
■応募締切　７月31日（木）午後５時まで
■応募方法　定められた応募用紙に必要事項をご記入の

上、下記にFAX・郵送・持参のいずれかでご提出くださ
い。なお、個人（１人）またはペア（２人）で応募すること
ができます。ペアの場合、抽選結果も２人一緒となります。

■選考方法および通知
　応募いただいた人の中から抽選で選考します。
選考結果はすべての人に文書で通知いたします。

■申込・問い合わせ
〒883-1601  椎葉村大字下福良1762番地1
椎葉村役場 地域振興課 商工観光グループ
☎0982-67-3203　無料☎767-0031または0032　
FAX0982-67-2825

第28回 ひえつき節日本一大会
の参加者募集!

椎葉平家まつり2014 大和絵巻武者行列（パレード）「平家方の姫」募集!
色鮮やかな衣装を身にまとい、パレードに参加してみませんか？

大相撲九州場所
観戦事業の参加者募集!



Public Relations of  SHIIBA 7 2014（H26）６月号

椎葉
晃充
村長の

５月の
動き

１
日　

嘱
託
職
員
辞
令
交
付
式

７
日　

庁
議

　
　
　

郡
町
村
会
総
会

９
日　

区
長
・
区
長
代
理
・
組
合
長
研
修
会

　
　
　

上
椎
葉
湯
前
線
期
成
同
盟
会
総
会

11
日　

扇
山
山
開
き

12
日　

国
保
税
改
定
協
議

　
　
　

椎
葉
村
観
光
協
会
理
事
会

　
　
　

日
向
・
東
臼
杵
振
興
協
会
監
査

13
日　

ひ
え
つ
き
節
日
本
一
大
会

　
　
　
　

実
行
委
員
会

14
日　

町
村
会
研
修（
北
海
道
・
～
16
日
）

18
日　

村
民
ゴ
ル
フ

19
日　

九
州
ハ
イ
ラ
ン
ド

　
　
　
　

活
性
化
協
議
会
監
査

　
　
　

県
治
山
林
道
協
会
理
事
会

20
日　

椎
葉
村
商
工
会
総
会

　
　
　

政
策
懇
談
会

21
日　

県
砂
防
協
会
総
会

　
　
　

二
協
会
合
同
通
常
総
会

22
日　

日
向
・
東
臼
杵
市
町
村

　
　
　
　

振
興
協
会
総
会

　
　
　

広
域
連
合
正
副
連
合
長
会
議

23
日　

国
保
運
営
協
議
会

　
　
　

社
会
福
祉
協
議
会
理
事
・
協
議
員
会

　
　
　

椎
葉
村
観
光
協
会
総
会

　
　
　

商
工
会
建
設
業
部
会
総
会

24
日　

宮
崎
市
施
行
90
周
年
記
念
式
典

26
日　

市
町
村
振
興
協
会
理
事
会

　
　
　

県
町
村
会
理
事
会

27
日　

全
国
治
水
砂
防
協
会
評
議
員
会

28
日　

県
公
民
館
連
合
総
会

　
　
　

森
林
環
境
税
創
設
促
進
協
議

29
日　

入
札
・
東
京
事
務
所
訪
問

30
日　

県
林
業
公
社
改
革
推
進
研
究
会

村のできごと

　

５
月
９
日
、
開
発
セ
ン
タ
ー

で
村
内
の
区
長
・
区
長
代
理
・

組
合
長
が
一
同
に
集
ま
り
、
研

修
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

５
月
に
す
こ
や
か
祝
い
金
の
贈
呈
を
受
け
た
赤
ち
ゃ
ん
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

　

４
月
30
日
、
延
岡
家
畜
市
場
で
行
わ
れ
た
春
季
育
成
牛
郡
共

進
会
で
、
本
村
の
出
場
牛
が
優
秀
な
成
績
を
収
め
、
育
成
牛
の

部
で
団
体
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

【
育
成
牛
の
部
】 

　
優
等
首
席

　

花
田 

友
雄 

さ
ん（胡

麻
山
）

　

ひ
ら
は
な
号

　
　
（
平
忠
勝
×

福
之
国
×
福
桜
）

　
優
等
二
席

　

尾
前 

亨
昭 

さ
ん（
寺
床
）

　

は
な
み
号

　
　
（
福
之
国
×

安
福
久
×
平
茂
勝
）

　

５
月
18
日
、
日
向
市
で
全
日
本
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
小
学
生
大
会
日
向
地
区
予
選
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
松
尾
少
女
バ
レ
ー
が
入

賞
し
、
県
大
会
に
出
場
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

５
月
23
日
、
村
長
室
で
椎
葉
村
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
実
行
委
員
会
か
ら
寄
付
金

の
贈
呈
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

区長・区長代理・組合長研修会 すこやか祝い金贈呈式

郡
共
進
会
育
成
牛
の
部 

団
体
優
勝
！

松尾少女バレー入賞!

チャリティーゴルフ

▲育成牛の部 優等主席 「ひらはな号」

椎葉 亮
あき

博
ひろ

 くん（内ノ八重）
秀巳・ロクサン さん

（第１子）

椎葉 大
ひろ

夢
む

 くん（持田団地）
博信・芽衣子 さん（第１子）

椎葉 理
り

於
お

 くん・理
り

来
く

くん
（矢立）

隆博・美香 さん
（第２子・第３子）

那須 美
み

咲
さき

 ちゃん（大久保）
隆美・文美 さん（第１子）
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カメラ さんぽ

椎葉神楽まつり

銘水の郷釣り大会

　４月29日、開発センターで第３回椎葉神楽まつりが開催さ
れました。渡辺伸夫氏による講演、椎葉中１年の尾前維

い
吹
ぶき

さん
（鶴ノ平）による
意見発表が行わ
れ、村内７地区
の神楽が披露さ
れました。

　５月３日、天候にも恵まれ、病院前河川敷は多くの釣り客
で賑わいました。子どもから大人まで釣り竿を握り、なかに
は大物を釣り上げた人もいたようです。

▲合戦原神楽「シシ舞」

▼意見発表

▼畑・鳥ノ巣神楽
　「幣

へい

かたげ」

▲尾前神楽「鎮地神楽」

▲４０cmの大物です

▲子どもの部入賞者

▲お魚に夢中!

▲釣れた!

▲向山日添神楽「弓通し」 ▲川ノ口神楽「手力」

【大人の部】

第１位　松本末利（都城市）　　４０．０cm

第２位　那須今佐信（大久保）　２９．５cm

第３位　田中和典（えびの市）　２８．０cm

【子どもの部】

第１位　那須美優（下椎葉）　　２８．０cm

第２位　前田桜子（熊本県）　　２７．５cm

第３位　西村美乃里（熊本県）　２７．０cm

入 賞 者　（敬称略）
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カメラ さんぽ

椎葉郷土芸能の夕べ

扇山山開き

　５月３日から５日の３日間、椎葉民俗芸能博物館で和太鼓や
民謡、神楽が披露されました。かがり火がたかれた幻想的な雰
囲気の中、村内各地の郷土芸能を堪能することができました。

　５月11日、第35回扇山山開きが行われました。登山道沿
いのシャクナゲやツツジがちょうど見頃で、美しい景色に参
加者も喜んでいました。登頂者の最高齢は80歳 、最年少は
３歳でした。

▲平家大イチョウ太鼓

▲山頂からの景色

▲ツツジが満開!

▲民謡（尾八重会）

▲奥村神楽
　「大神」

▲

夜
狩
内
神
楽
「
襷たすきの
手
」

▲

民
謡（
大
杉
会
）

▲まだまだ元気!

▲多くの参加がありました

▲最年少登頂者の
　山内雪

せつ

花
か

ちゃん（本郷）

▲山々に響く扇一座の太鼓
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税務住民課からのお知らせ

平
成
26
年
度
か
ら
国
民
健
康
保
険
税
の
税
率
が
変
わ
り
ま
す

　
国
民
健
康
保
険
は
、
病
気
や
け
が
を
し
た
と
き
に
、
安
心
し
て
医
療
が
受
け
ら
れ

る
よ
う
、
加
入
者
が
保
険
税
を
出
し
合
い
、
お
互
い
に
助
け
合
う
制
度
で
す
。

　
椎
葉
村
の
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
は
、
高
度
な
診
療
等
に
よ
る
医
療
費
の
増
加

や
高
齢
化
の
進
行
、
景
気
の
低
迷
等
に
よ
り
厳
し
い
運
営
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
安
定
し
た
国
民
健
康
保
険
制
度
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
は
、
健
全
な
財

政
運
営
を
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
所
得
割
・
均
等
割
の
引
き

上
げ
な
ど
の
税
率
改
正
を
行
い
ま
す
。

　
加
入
者
の
皆
さ
ま
に
は
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
税
の
計
算
方
法

　
「
所
得
割
」、「
資
産
割
」、「
均
等
割
」、

「
平
等
割
」
の
４
つ
の
項
目
を
そ
れ
ぞ

れ
算
出
し
、
最
終
的
に
世
帯
で
合
算
し

た
金
額
が
国
民
健
康
保
険
税
と
な
り
ま

す
。
算
定
し
た
保
険
税
は
、
６
月
か
ら

翌
年
の
３
月
ま
で
の
10
期
に
分
け
て
納

付
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

○
所
得
割

　

加
入
者
の
所
得
に
応
じ
て
課
税
し

ま
す
。

○
資
産
割

　

加
入
者
の
固
定
資
産
税（
土
地
・

家
屋
）に
応
じ
て
課
税
し
ま
す
。

○
均
等
割

　

加
入
者
一
人
に
つ
き
、
定
額
で
課

税
し
ま
す
。

○
平
等
割

　

加
入
者
数
に
関
わ
り
な
く
、
一
世

帯
に
つ
き
定
額
で
課
税
し
ま
す
。。

★
賦
課
限
度
額

　

国
民
健
康
保
保
険
税
の
世
帯
の
上

限
額
で
す
。

◆平成２６年度の税率および賦課限度額

区　　分
平成２５年度
（改正前）

平成２６年度～
（改正後）

増　減

医療保険分

（０～７４歳）

税　率

所得割 6.98% 7.38% 0.40%

資産割 26.00% 26.00% 据え置き

均等割 18,000円 19,000円 1,000円

平等割 17,500円 17,500円 据え置き

賦課限度額 ５１万円 ５１万円 据え置き

後期高齢者
支援金分

（０～７４歳）

税　率

所得割 2.50% 2.90% 0.40%

資産割 6.00% 6.00% 据え置き

均等割 6,000円 7,000円 1,000円

平等割 5,500円 5,500円 据え置き

賦課限度額 １４万円 １６万円 ２万円

介護納付金分

（４０～６４歳）

税　率

所得割 2.38% 2.78% 0.40%

資産割 2.00% 2.00% 据え置き

均等割 6,500円 7,500円 1,000円

平等割 6,000円 6,000円 据え置き

賦課限度額 １２万円 １４万円 ２万円

賦課限度額合計 ７７万円 ８１万円 ４万円
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税務住民課からのお知らせ

今回の改正した内容は？

　

国
民
健
康
保
険
は
皆
さ
ん
の
保
険
税
で

支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
税
を
長
期
間
に
わ
た
り

滞
納
す
る
と
、
保
険
証
を
返
還
し
な
く
て

は
な
ら
な
く
な
っ
た
り
、
保
険
給
付
の
支

払
い
に
制
限
が
か
か
り
、
医
療
費
を
全
額

自
分
で
支
払
わ
な
い
と
い
け
な
く
な
っ
た

り
し
ま
す
。
最
終
的
に
は
財
産
の
差
押
え

を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
住
民
課 

税
務
グ
ル
ー
プ

　

☎（
67
）３
２
０
５

　

無
料
☎
７（
67
）０
０
５
１

納
期
内
に

　
　

納
め
ま
し
ょ
う
！

忘
れ
て
い
る
と
大
変
な
こ
と
に
！

必
ず
納
期
内
に
納
め
ま
し
ょ
う

①賦課限度額の引き上げ
　後期高齢者支援金分課税額に係る課税限度額を１６万円に、介護納付金分課税額に係る課税限度額を１４万

円に引き上げられます。

②低所得者に係る保険税軽減の拡充
　低所得者の国民健康保険税の軽減措置の対象を拡大するため、５割軽減および２割軽減の対象となる世帯の

軽減判定所得が変更されます。

●平成２５年度軽減判定所得（改正前）

　５割軽減＝基準額３３万円＋２４. ５万円×世帯主を除く被保険者数

　２割軽減＝基準額３３万円＋３５万円×被保険者数

●平成２６年度軽減判定所得（改正後）

　５割軽減＝基準額３３万円＋２４. ５万円×被保険者数 

　２割軽減＝基準額３３万円＋４５万円×被保険者数

（注）軽減判定所得には、被保険者全員の所得に加えて、国民健康保険に

　　　加入していない世帯主の所得も含まれます。

家屋全棟調査のお知らせ
　村では、家屋の実態を正確に把握し、固定資産税を適正・
公正に課税するために、村内の全家屋を対象とした家屋全
棟調査を実施します。

　この調査は、村が委託した専門調査員が家屋の資料をも
とに外観から行います。
　専門調査員は、『家屋調査員証』を携帯し、『腕章』をつ
けています。

　調査の際には、敷地内への立ち入りや、必要に応じて家
屋の計測を行い、在宅されている場合には、所有者氏名・
地番・建築年などについてお尋ねすることがあります。

　なお、調査の結果、家屋内の調査が必要な場合は、後日
連絡して、伺うことになります。

■調査期間　平成２６年６月～１０月
※調査日程の都合上、不在の場合も敷地内への立ち入り

をさせていただきます。ご理解とご協力をお願いします。

■問い合わせ先
　税務住民課 税務グループ　
　☎６７－３２０５　無料☎７６７－００５１
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お 知 ら せ

▽
お
知
ら
せ

税
の
納
期
（
６
月
分
）

　

納
期
限
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

〔
村（
県
）民
税
〕（
１
期
）

〔
国
民
健
康
保
険
税
〕（
１
期
）

■
納
期
限　

６
月
30
日（
月
）

■
口
座
振
替　

６
月
26
日（
木
）

　

税
金
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

納
期
限
を
過
ぎ
ま
す
と
、
督
促
状
の
発

行
や
滞
納
整
理
の
事
務
な
ど
で
、
必
要
以

上
の
経
費（
税
金
）が
か
か
り
ま
す
。
税
金

は
必
ず
期
限
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
住
民
課 

税
務
グ
ル
ー
プ

　

☎（
67
）３
２
０
５

　

無
料
☎
７（
67
）０
０
５
１

自
宅
か
ら　
　
　
　
　
　
　

　
　

ネ
ッ
ト
で
申
告
・
納
税

　
「
国
税
電
子
申
告
・
納
税
シ
ス
テ
ム（
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
）」
で
は
、
自
宅
や
オ
フ
ィ
ス
、

税
理
士
事
務
所
な
ど
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
利
用
し
て
、
国
税
に
関
す
る
各
種
手

続
き（
①
所
得
税
・
贈
与
税
等
の
申
告
、

②
全
て
の
国
税
の
納
税
、
③
納
税
証
明
書

の
交
付
申
請
等
）が
で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

延
岡
税
務
署

　

☎
０
９
８
２（
32
）３
３
０
１

物
品
等
の
競
争
入
札
参
加　

資
格
審
査
申
請
の
定
期
受
付

　

宮
崎
県
が
行
う
物
品
の
買
い
入
れ
等
の

入
札
に
参
加
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
資
格

審
査
申
請
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

■
期
間　

７
月
１
日（
火
）～
31
日（
木
）

　
　
　
　

※
土
日
祝
日
を
除
く

■
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

■
場
所　

県
庁
附
属
棟
３
０
３
号
室

■
出
張
受
付（
延
岡
総
合
庁
舎
）

　

７
月
23
日（
水
）～
24
日（
木
）

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時

■
問
い
合
わ
せ
先

　

宮
崎
県
総
務
部
総
務
事
務
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
８
５（
26
）７
２
０
８

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
の

経
営
者
の
皆
さ
ま
へ

　

個
人
保
証
な
し
で
金
融
機
関
か
ら
融
資

を
受
け
た
り
、
事
業
が
破
綻
し
て
も
一

定
の
生
活
費
等
を
残
す
こ
と
が
で
き
る

「
経
営
者
保
証
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。
主
な
内
容
は
次
の

と
お
り
で
す
。

①
法
人
と
個
人
の
資
産
・
経
理
が
明
確
に

分
離
さ
れ
て
い
る
場
合
等
に
個
人
保
証

が
不
要
と
な
る
こ
と

②
多
額
の
個
人
保
証
を
行
っ
て
い
て
も
、

経
営
が
行
き
詰
ま
る
前
に
、
早
め
に
事

業
再
生
や
廃
業
を
決
断
し
た
際
に
一
定

の
生
活
費
等
が
残
る
こ
と

③
保
証
債
務
の
履
行
時
に
返
済
し
き
れ
な

い
債
務
残
額
は
原
則
と
し
て
免
除
さ
れ

る
こ
と

■
問
い
合
わ
せ
先

　

中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
九
州
本
部

　

☎
０
９
２

−

２
６
３

−

０
３
０
０

６
月
は　
　
　
　
　
　
　
　

「
外
国
人
労
働
者
問
題　
　

　
　
　
　
　
　

啓
発
月
間
」

　

雇
入
れ
・
離
職
時
の
届
出
と
適
正
な
雇

用
管
理
は
事
業
主
の
責
務
で
す
。
外
国
人

指
針
に
基
づ
く
適
正
な
管
理
を
お
願
い
し

ま
す
。

・
国
籍
で
差
別
し
な
い
公
平
な
採
用
選
考

を
行
っ
て
い
ま
す
か
？

・
雇
入
れ
、
離
職
時
に
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ

雇
用
状
況
の
届
出
を
し
て
い
ま
す
か
？

・
日
本
語
教
育
や
生
活
上
、
職
務
上
の
相

談
に
配
慮
し
て
い
ま
す
か
？

■
問
い
合
わ
せ
先

　

宮
崎
労
働
局 

職
業
安
定
課

　

☎
０
９
８
５（
38
）８
８
２
３

新
し
く
施
行
さ
れ
ま
し
た

　

国
境
を
越
え
た
子
ど
も
の
連
れ
去
り
な

ど
の
問
題
解
決
の
た
め
に
、
平
成
26
年
４

月
１
日
か
ら
「
国
際
的
な
子
の
奪
取
の
民

事
上
の
側
面
に
関
す
る
条
約
の
実
施
に
関

す
る
法
律
」
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

  

こ
の
法
律
は
、
国
際
結
婚
が
破
綻
し
た

夫
婦
間
で
子
ど
も
の
奪
い
合
い
が
起
き
た

際
の
ル
ー
ル
を
定
め
た
「
ハ
ー
グ
条
約
」

の
日
本
国
内
に
お
け
る
手
続
き
を
定
め
て

い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
子
ど
も
の
返
還
を
確
保

す
る
た
め
の
必
要
な
援
助
な
ど
を
行
う
た

め
の
国
の
機
関
と
し
て
外
務
大
臣
を
指
定

す
る
こ
と
、
日
本
に
子
ど
も
が
連
れ
去
ら

れ
た
場
合
に
は
、
東
京
家
庭
裁
判
所
ま
た

は
大
阪
家
庭
裁
判
所
が
子
ど
も
を
元
の
国

に
戻
す
か
ど
う
か
を
決
め
る
こ
と
な
ど
を

定
め
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

宮
崎
地
方
裁
判
所 

総
務
課

　

☎
０
９
８
５（
23
）２
２
６
３

村内のうごき  ●５月１日現在
　男　 1,446人（＋22）
　女　 1,444人（＋　7）
　計 　2,890人（＋29）
世帯数 1,190戸（＋27）

お知らせ

村 花『シャクナゲ』
村 木『サンショウ』
村 鳥『ヤマドリ』
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広報しいばの感想、要望、
何でも結構です。
裏面にご記入ください。
皆さまからのお便りを
お待ちしています！

（
点
線
に
沿
っ
て
切
り
取
り
ご
使
用
く
だ
さ
い
。
官
製
は
が
き
可
）

あ
な
た
の
声
を
行
政
に
！

　

６
月
25
日
か
ら
各
地
区
で
地
域
づ
く
り

懇
談
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
村
長
を
は
じ

め
と
し
た
役
場
、
各
駐
在
所
、
農
協
、
森

林
組
合
、
社
協
な
ど
の
代
表
者
が
皆
さ
ん

か
ら
の
要
望
や
ご
意
見
を
伺
い
ま
す
。

　

地
域
と
行
政
の
貴
重
な
意
見
交
換
の
場

で
す
。
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

■
日
程

　
　
　
　
　
　
　
　

午
前　
　

午
後

　

６
月
25
日（
水
）
栂　

尾
・
大
河
内

　

６
月
26
日（
木
）
松　

尾
・
上
椎
葉

　

６
月
27
日（
金
）
仲　

塔
・
鹿
野
遊

　

６
月
30
日（
月
）
尾
八
重
・
小　

崎

　

７
月
８
日（
火
）
尾　

向
・
不
土
野

■
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課 

行
政
グ
ル
ー
プ

　

☎（
67
）３
２
０
１

　

無
料
☎
７（
67
）０
０
２
１

▽
相
　
談

お
気
軽
に
「
行
政
相
談
」
へ

　

行
政
に
関
す
る
苦
情
や
要
望
は
ご
ざ
い

ま
せ
ん
か
。お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
は
無
料
、
相
談
内
容
な
ど
の
秘
密
は

堅
く
守
ら
れ
ま
す
。

■
期
日　

６
月
10
日
・
７
月
８
日

　
　
　
　

毎
月
第
２
火
曜
日

■
時
間　

午
前
９
時
か
ら
12
時

■
場
所　

高
齢
者
セ
ン
タ
ー（
上
椎
葉
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課 

行
政
グ
ル
ー
プ

　

☎（
67
）３
２
０
１

　

無
料
☎
７（
67
）０
０
２
１

▽
募
　
集

各
種
免
許
試
験
が　
　
　
　

　
　
　
　
　

実
施
さ
れ
ま
す

　

労
働
安
全
衛
生
法
に
基
づ
く
免
許
試
験

が
次
の
と
お
り
実
施
さ
れ
ま
す
。

■
試
験
の
種
類

　

①
第
一（
二
）種
衛
生
管
理
者

　

②
ク
レ
ー
ン
・
デ
リ
ッ
ク
運
転
士

　
　
　
　
　
　
　
（
ク
レ
ー
ン
限
定
）

　

③
移
動
式
ク
レ
ー
ン
運
転
士

　

④
一（
二
）級
ボ
イ
ラ
ー
技
士

　

⑤
ボ
イ
ラ
ー
整
備
士

　

⑥
潜
水
士

　

⑦
発
破
技
士

　

⑧
林
業
架
線
作
業
主
任
者

■
試
験
日　

８
月
10
日（
日
）

■
会
場　

宮
崎
大
学
農
学
部 

講
義
棟

■
申
込
受
付
期
間

　

６
月
11
日（
水
）～
26
日（
木
）必
着

■
学
科
試
験
手
数
料　

６
，８
０
０
円

■
問
い
合
わ
せ
先

　

九
州
安
全
衛
生
技
術
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
４
２（
43
）３
３
８
１

放
送
大
学
10
月
生
募
集

　

放
送
大
学
で
は
平
成
26
年
度
第
２
学
期

（
10
月
入
学
）の
学
生
を
募
集
中
で
す
。

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
等
の
放
送
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
学
ぶ
通
信
制
の
大

学
で
す
。

　

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文
学
・

自
然
科
学
な
ど
、
幅
広
い
分
野
を
学
べ

ま
す
。

　

働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を
卒
業
し
た

い
、
学
び
を
楽
し
み
た
い
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
目
的
で
幅
広
い
世
代
、
職
業
の
方
が

学
ん
で
い
ま
す
。
放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

■
出
願
期
間　

８
月
31
日（
日
）ま
で

■
問
い
合
わ
せ
先

　

放
送
大
学
宮
崎
学
習
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
８
２（
53
）１
８
９
３
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感想、要望などお書きください。
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出
生　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
　

中
竹 

翔し
ょ
う
ま馬 

く
ん

（
栗
ノ
尾
）
健
次
・
愛 

さ
ん

死
亡　
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

　

山
中 

キ
ク
エ 

様
（
89
歳
）

上
椎
葉
（
上
椎
葉
上
１
）

　　

山
中 

隆 
様
（
上
椎
葉
上
１
）

（
故 
山
中 

キ
ク
エ 

様
）

戸
籍
だ
よ
り
（
４
月
届
出
分
）

香
典
返
し

（
４
月
分
）
故
人
の
遺
志
を
尊
重
し
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

１
日　

特
定
健
診
等
結
果
説
明
会（
松
尾
）

　
　
　

予
防
接
種（
Ｍ
Ｒ
）

２
日　

特
定
健
診
等
結
果
説
明
会

　
　
　
　
（
す
こ
や
か
館
）

３
日　

特
定
健
診
等
結
果
説
明
会

　
　
　
　
（
小
崎
・
す
こ
や
か
館
）

４
日　

県
畜
産
協
会
事
業
推
進
会
議

　
　
　

特
定
健
診
等
結
果
説
明
会（
尾
向
）

６
日　

体
力
づ
く
り
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　
　
　

第
20
回
少
年
相
撲
宮
崎
県
大
会

８
日　

行
政
相
談

　
　
　

村
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
告
示

　
　
　

特
定
健
診
等
結
果
説
明
会

　
　
　
　
（
仲
塔
・
鹿
野
遊
）

　
　
　

予
防
接
種

　
　
　
　
（
ヒ
ブ
・
ポ
リ
オ
・
日
本
脳
炎
）

９
日　

特
定
健
診
等
結
果
説
明
会

　
　
　
　
（
大
河
内
）

10
日　

特
定
健
診
等
結
果
説
明
会

　
　
　
　
（
不
土
野
・
尾
八
重
）

　
　
　

第
３
回
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
定
例
大
会

11
日　

和
牛
登
録

　
　
　

特
定
健
診
等
結
果
説
明
会

　
　
　
　
（
栂
尾
・
す
こ
や
か
館
）　

12
日　

成
牛
市

13
日　

村
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
投
開
票
日

15
日　

予
防
接
種（
小
児
肺
炎
球
菌
）

18
日　

子
牛
セ
リ
市（
～
19
日
）

　
　
　

小
中
学
校
１
学
期
終
業
式

20
日　

家
庭
の
日

21
日　

海
の
日

22
日　

予
防
接
種（
四
混
・
三
混
・

　
　
　
　

二
混
・
日
本
脳
炎
）

23
日　

ミ
ニ
バ
レ
ー
夏
季
リ
ー
グ

　
　
　
　
（
～
９
月
上
旬
）

24
日　

県
中
学
校
総
合
体
育
大
会（
～
26
日
）

　
　
　

小
学
校
体
育
連
盟
水
泳
大
会

29
日　

予
防
接
種（
Ｂ
Ｃ
Ｇ
）

　
　
　

妊
婦
相
談
・
乳
児
健
診

７
月
の
主
な
行
事

椎葉村国保病院 Information

①
電
話
の
応
対
時
間
に
つ
い
て

　

病
院
へ
の
電
話
は
次
の
時
間
に
お
願
い
し
ま
す
。（
急
患
は
除
く
）

　

■
一
般
：
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

　

■
再
診
予
約
日
の
変
更
：
午
後
１
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

　

応
対
時
間
以
外
は
、
電
話
応
対
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
入
院
患
者
へ
の

電
話
は
取
り
継
ぎ
い
た
し
ま
せ
ん
の
で
、
職
員
に
伝
言
を
ご
依
頼
く
だ

さ
い
。

②
無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
の
運
行
に
つ
い
て

　

病
院
か
ら
郵
便
局
ま
で
の
無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
試
行
し
て
い
ま
す
。

　

■
乗
車
場
所　

病
院
玄
関
前

　

■
運
行
時
間（
第
１
便
）
午
前
10
時
45
分
発

　
　
　
　
　
　
（
第
２
便
）
午
前
11
時
45
分
発
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Ｇ
Ｗ
は
イ
ベ
ン
ト
尽
く
し
で
し
た
▼
釣
り
大
会

で
は
、
朝
早
く
か
ら
に
も
関
わ
ら
ず
、
県
内
外

か
ら
た
く
さ
ん
の
お
客
さ
ん
が
参
加
し
て
い
て

ビ
ッ
ク
リ
▼
釣
り
上
げ
ら
れ
た
大
物
に
さ
ら
に

ビ
ッ
ク
リ
（
ア
キ
）

編
集
後
記

Editor's C
om

m
ent

今月の表紙  Cover Message

　
今
年
は
天
候
に
恵
ま
れ
、
気
持
ち
の

良
い
青
空
の
下
で
扇
山
山
開
き
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
登
山
道
沿
い
の
色
鮮
や
か

な
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
や
ツ
ツ
ジ
に
、
思
わ
ず

足
を
止
め
て
写
真
を
撮
っ
て
い
る
と
、

い
つ
の
間
に
か
最
後
尾
近
く
に
な
っ
て

い
ま
し
た
。
山
頂
で
は
、
遠
く
の
山
々

ま
で
見
え
る
絶
景
を
眺
め
な
が
ら
お
弁

当
を
食
べ
て
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
。
皆
さ
ん

も
扇
山
に
登
っ
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

　

表
情
が
ユ
ニ
ー
ク
な
「
き
つ
ね
・
お
か

め
・
ひ
ょ
っ
と
こ
」
の
お
面
を
付
け
た
踊

り
手
が
全
国
各
地
か
ら
集
ま
っ
て
ひ
ょ
っ

と
こ
踊
り
を
披
露
す
る
お
祭
り
で
す
。

　

前
夜
祭
で
は
「
ひ
ょ
っ
と
こ
踊
り
の
個
人

戦
」
が
あ
り
、
本
祭
り
で
は
約
２
０
０
０

人
の
踊
り
手
が
参
加
す
る
「
ひ
ょ
っ
と
こ

踊
り
の
パ
レ
ー
ド
」
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
は
ダ
イ
ド
ー
ド
リ
ン
コ

「
日
本
の
祭
り
」
に
選
定
さ
れ
、
全
国
規

模
の
お
祭
り
と
し
て
、
よ
り
一
層
盛
り
上

が
る
こ
と
間
違
い
な
し
で
す
。

■
日
時
　

　
○
前
夜
祭

　
　

８
月
１
日（
金
）
18
時
～

　
○
踊
り
パ
レ
ー
ド

　
　

８
月
２
日（
土
）
12
時
～

■
会
場

　

日
向
市
駅
前
交
流
広
場

　

中
心
市
街
地
道
路

日
　
向
　
市

日
向
東
臼
杵
情
報

と
な
り
町
に
行
こ
う
よ
！

『
第
31
回

　

日
向
ひ
ょ
っ
と
こ
夏
祭
り
』

■問い合わせ先
日向ひょっとこ夏祭り実行委員会
事務局（日向市観光協会内）

　☎０９８２－５５－０２３５

選
評
・
福
島 

満
子 

先
生
　

『
扇
山
山
開
き
』

《
特
選
》

代
掻
き
し
水
面
に
ゆ
る
る
月
の
色	

山
本　

和
枝

［
評
］
今
は
耕
運
機
で
行
わ
れ
て
い
る
代
掻
き
。
私
の
小
さ
い
頃
は
馬ま

鍬ぐ
わ

を
用
い
て

土
塊
を
砕
き
、
田
面
を
平
ら
に
す
る
作
業
が
行
わ
れ
て
い
た
。
こ
の
句
は
代

掻
き
が
終
わ
っ
た
後
の
様
子
を
読
ま
れ
た
の
だ
と
思
う
。
は
じ
め
水
面
は

濁
っ
て
い
る
が
、
夕
刻
に
な
る
に
つ
れ
て
水
が
澄
み
は
じ
め
、
鏡
の
よ
う
な

水
田
が
拡
が
っ
て
く
る
。
そ
こ
に
着
目
さ
れ
た
和
枝
さ
ん
、
す
ば
ら
し
い
。

や
が
て
今
日
の
月
が
写
り
出
さ
れ
、
涼
し
げ
に
揺
れ
て
い
る
。
揺
ら
し
て
い

る
の
は
風
で
し
ょ
う
か
。

春
愁
や
疎
ら
と
望
む
煙
る
村	

中
瀬　

汀

［
評
］
中
瀬
さ
ん
は
い
つ
も
自
分
の
生
活
の
視
野
の
中
で
過
ご
さ
れ
て
い
る
の
に
、

「
春
」
に
な
っ
て
家
か
ら
離
れ
た
少
し
高
い
と
こ
ろ
か
ら
椎
葉
村
を
望
ま
れ

て
い
る
。
厳
し
か
っ
た
冬
か
ら
解
き
放
た
れ
た
山
村
が
春
に
向
か
っ
て
動
き

始
め
る
。
う
れ
し
い
春
の
訪
れ
。
杣
家
か
農
家
で
し
ょ
う
か
、
煙
が
幾
筋
か

立
ち
上
っ
て
い
る
。
こ
ん
な
平
和
な
様
子
を
眺
め
、
春
の
喜
び
を
感
じ
な
が

ら
、
そ
の
反
面
、
ふ
っ
と
心
を
過
っ
た
愁
え･･･
。
中
瀬
さ
ん
の
心
の
深
さ

を
切
々
と
思
う
。。

俳
句
の
師
快
復
祈
る
聖
五
月	

黒
木　

八
重
子

［
評
］
俳
句
の
師
と
言
え
ば
角
先
生
の
こ
と
。
椎
葉
の
皆
さ
ん
も
長
い
間
「
あ
じ
ろ
」

に
入
会
さ
れ
て
い
て
、
か
け
が
え
の
な
い
恩
師
だ
っ
た
と
思
う
。
今
は
入
院

さ
れ
療
養
生
活
を
さ
れ
て
い
る
。
黒
木
さ
ん
は
先
生
を
案
じ
、
こ
の
句
を
読

ま
れ
た
の
で
し
ょ
う
。
こ
の
句
の
気
持
ち
は
先
生
の
優
し
さ
、
指
導
の
巧
み

さ
に
敬
服
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
う
。「
聖
五
月
」の
季
語
が
よ
く
生
か
さ
れ
、

先
生
の
偉
大
さ
を
読
み
取
れ
る
一
句
と
な
っ
た
。
一
日
も
早
い
ご
快
復
を
お

祈
り
し
た
い
。

《
佳
作
》

阿
蘇
山
の
尖
り
や
は
ら
ぎ
夏
来
た
る

那
須　

正

猪

の

掘

り

し

野

面

や

蕨

萌

ゆ

小
丸
川　

隆

大
空
の
輝
き
う
け
て
若
葉
つ
み

中
瀬　

ヤ
ス
エ

何
時
し
か
に
菜
種
の
花
の
実
を
と
り
て

山
中　

勝

俳
句
募
集
＝
ど
な
た
で
も
投
句
で
き
ま
す
。
毎
月
10
日
ま
で
に
気
軽
に
総
務
課
へ
送
っ
て

く
だ
さ
い
。（
郵
便
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
可
）



参画な社会をまるい心で広げよう♪
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ゴールデンウィーク

Wは皆さんどのように過ごされましたか？
　おつるちゃんは椎葉村のPRを頑張ってきましたよ。
　４月26日は『大河内癒しの森 森開き』、４月26～27日は『五木
村観光物産展』に参加してきました。
　五木村観光物産展では、たくさんのお友達と出会え、『くまモン』
も登場しました。みんなで仲良く、くまモン体操したり、踊ったり、
写真撮影したりととても楽しい時間となりました。
　また、５月４日はＧＷで賑わう上椎葉街道で観光客とふれあいまし
た。皆さんに喜んでもらえて、とってもうれしいおつるちゃんでした。

　久しぶりにくまモンと一緒にくまモン体
操をして、とっても楽しかったよ。他にも
新しいお友達がたくさんできました。
　大河内癒しの森 森開きでは、子ども達
とふれあったり、お話したりと、なんだか
とっても幸せな気持ちになりました。
　そうそう、久しぶりに上椎葉街道をお散
歩したんだ。たくさんの観光客と写真撮影
したり、握手したりして、とっても楽しい
時間でした。次は、どこに行こうかな～♪

　私のフェイスブックページ
　『fb.com/otsuruchan.shiiba』も
　チェックしてみてね♪

椎葉をアピール〜観光宣伝活動記〜

おつるちゃんが行く！27
くまモンとの再会の巻

　「ミミズク」といってもフクロウの仲間ではありま
せん。セミやカメムシと同じカメムシ目に属するヨコ
バイ科の昆虫です。本州、四国、九州、対馬、南西諸
島に広く分布し、漢字では「耳蝉」と書きます。ヨコ
バイ科と聞くと、ウンカ類と共にイネ科の農作物に寄
生する害虫をイメージされるかもしれませんが、ミミ
ズクはクヌギなどの樹木の汁を吸い、イネ科植物に寄
生することはありません。主に森林の枝や葉の上で生
活しています。体長は14～18mm程で、体色は暗褐色
から黒褐色をしており木の皮にそっくりなため、注意
深く観察しないと発見できないほど樹木にとけ込みま
す。背中の大きな耳状の突起が特徴的で、オスはやや
小さく上方に突出し、メスは顕著に大きく上前方に突
出します。ミミズクという名前は、この突起が鳥のミ
ミズクの耳の一部の羽毛（羽角）に似ていることに由来
するといわれています。

（九州大学演習林　緒方健人・田代直明）

ミミズク
40椎葉の生き物

▲森開きで登山客との記念撮影 ▲鶴富屋敷でもお客さんとふれあい▲たくさんの友達と会えたよ

男
女
共
同
参
画
週
間

BOOK  CORNER

○椎葉村民図書室の蔵書を、インターネットで検索できます。
　http://www.lib-finder2.net/shiiba
■問い合わせ先　椎葉村教育委員会
　☎0982-67-2850　無料☎767-0082

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
連
続
テ
レ
ビ
小
説
「
ご
ち
そ

う
さ
ん
」
に
出
て
く
る
絶
品
料
理
の

数
々
を
そ
の
ま
ま
再
現
。
巨
大
オ
ム
レ

ツ
、
赤
茄
子
ご
飯
な
ど
を
ド
ラ
マ
の
エ

ピ
ソ
ー
ド
と
と
も
に
わ
か
り
や
す
く
ご

紹
介
し
ま
す
。

『
Ｎ
Ｈ
Ｋ
連
続
テ
レ
ビ
小
説

ご
ち
そ
う
さ
ん 

レ
シ
ピ
ブ
ッ
ク
』 

【
出
版
社
】
朝
日
新
聞
出
版

（
著
）
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ド
ラ
マ
制
作
班
・
広
里
貴
子

　

毎
年
６
月
23
日
か
ら
29
日
ま
で
の

１
週
間
は
「
男
女
共
同
参
画
週
間
」

で
す
。

　

お
互
い
を
思
い
や
り
、
性
別
に
関

係
な
く
、
個
性
と
能
力
を
発
揮
す
る

こ
と
が
で
き
る
社
会
を
実
現
す
る
た

め
に
は
、
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
取

り
組
み
が
必
要
で
す
。
こ
の
機
会
に
、

一
緒
に
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
♪


